
そ
と
か
ん

だ

よ
ん
ち
ょ
う

め

基
Ｆ

外
神
田
四
丁

目
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
東
京
都
千
代
田
区
外
神
田
四
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
第

一
。
三
次
調
査
　
一
一〇
〇

一
年

（平
１３
）
六
月
～
二
〇

〇
二
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
東
京
都
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
及
川
良
彦

・
栗
城
譲

一
・
小
島
正
裕

・
竹
花
宏
之

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
市
跡

（武
家
屋
敷
・
町
人
地
・
墓
地
・
水
田
）

６
　
遺
跡
の
年
代
　
江
戸
時
代

（
一
七
世
紀
～
一
九
世
紀
）

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

外
神
田
四
丁
目
遺
跡
は
、
神
田
川
左
岸
の
標
高
約
四
ｍ
の
低
地
に
位
置
す
る
。

秋
葉
原
駅
前
再
開
発
事
業
に
伴

い
、
神
田
青
果
市
場
跡
地
五
四

人
五
ポ
を
調
査
し
た
。
遺
跡
は

江
戸
時
代
の
埋
め
立
て
に
よ
り

成
立
し
た
武
家
屋
敷

・
町
人

紛

地
・墓
地
を
中
心
と
す
る
が
、

紬
埋
め
立
て土
か
ら
は
、
少
量
の

棘

弥
生

・
古
墳

・
奈
良

・
平
安
時

代
の
遺
物
と
と
も
に
、
貝
塚
を

破
壊
し
て
埋
め
立
て
に
使
用
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
多
量
の
貝
層
、
及
び
縄
文

時
代
後
晩
期
の
土
器

。
石
器

・
土
偶
や
骨
角
製
品
も
出
上
し
た
。

検
出
し
た
遺
構
は
、
屋
敷
に
伴
う
建
物

・
池
、
上
下
水
施
設
、
土
坑
、
土
留

め
施
設
、
埋
め
立
て
遺
構
、
墓
竣
、
屋
敷
を
区
画
す
る
街
路
や
石
垣
な
ど
で
あ

る
。
遺
物
は
陶
磁
器
類
を
は
じ
め
と
し
て
約
七
八
万
点
あ
り
、
低
地
に
立
地
す

る
た
め
、
木
製
品
や
繊
維

。
布
製
品
の
遺
存
状
態
も
良
好
で
、
登
録
番
号
を
つ

け
た
も
の
で
四
五
〇
〇
点
あ
り
、
現
地
処
分
し
た
も
の
を
含
め
る
と
数
万
点
に

達
す
る
。

文
字
資
料
は
墨
書
、
刻
書
、
刻
印
、
打
印
、
焼
印
、
漆
文
字
、
漆
描
文
字
文

様
な
ど
多
様
で
あ
る
。
焼
き
物
な
ど
の
上
製
品
、
金
属
製
品
、
石
製
品
、
ガ
ラ

ス
製
品
な
ど
に
墨
書
し
た
も
の
も
多
数
出
土
し
て
い
る
。
以
下
で
は
、
木
に
墨

書
し
た
資
料
五
九
点
の
う
ち
、
判
読
で
き
る
三
三
点
を
紹
介
す
る
。

木
簡
が
出
土
し
た
遺
構
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

Ａ
区
三
二
三
五
は
、
武
家
屋
敷
成
立
以
前
の
土
地
区
画
施
設
と
推
定
さ
れ
る

東
西
区
画
大
溝
。
長
軸
約
四

・
五
〇
ｍ
分
、
短
軸
約
二

・
九
〇
ｍ
分
を
検
出
し

た
が
、
本
来
の
規
模
は
不
詳
。
深
さ
は
約

一
。
一
一
ｍ
。
木
簡
は
⑪
な
ど
四
点

が
出
土
し
た

（う
ち
一
点
は
漆
器
椀
の
底
面
に
文
字
の
あ
る
も
の
）。

Ｂ
区
二

一
人

一
は
、
不
整
形
で
小
規
模
の
ゴ
ミ
穴
。
木
簡
は
②

一
点
が
出
土

し
た
。
Ｂ
区
三
二
六

一
は
、
長
軸
二

・
人
Ｏ
ｍ
短
軸
二

・
Ｏ
Ｏ
ｍ
深
さ

一
・
六

七
ｍ
の
不
整
円
形
の
ゴ
ミ
穴
。
木
簡
は
０
０
の
二
点
が
出
土
し
た
。
Ｂ
区
か
ら

は
こ
の
ほ
か
遺
構
外
か
ら
①
⑥
な
ど
三
点
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
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Ｃ
区
〇
三
三
九
は
、
径

一
。
Ｏ
Ｏ
ｍ
深
さ
三

。
三
五
ｍ
で
、
三
段
以
上
の
井

戸
桶
を
も
つ
円
形
の
井
戸
。
後
述
の
ゴ
ミ
穴
〇
三
三
人
よ
り
も
上
面
で
検
出
し

た
。
木
簡
は
⑦

一
点
が
出
土
し
た
。
Ｃ
区
〇
三
七
三
は
、　
一
七
世
紀
後
半
の
武

家
地

（旗
本
屋
敷
）
に
付
随
す
る
不
整
形
の
巨
大
な
ゴ
ミ
穴
。
長
軸

一
〇

・
六

四
ｍ
短
軸
三

・
五
〇
ｍ
深
さ
○

。
人
九

ｍ
。
火
災
処
理
に
伴
う
も
の
で
、
台
所

周
り
の
生
活
用
品
か
ら
玩
具
や
信
仰
関
連
品
ま
で
、
多
数
の
遺
物
が
共
伴
す
る
。

当
遺
跡
で
最
も
良
好
な

一
括
遺
物
が
出
土
し
た
遺
構
で
あ
る
。
木
簡
は
①
な
ど

八
点
が
出
土
し
た
。
う
ち
二
点
は
漆
器
底
面
に
文
字
の
あ
る
も
の
。　
一
点
は
木

製
品
に
刻
書
し
た
も
の
。
Ｃ
区
か
ら
は
こ
の
ほ
か
に
長
軸
二

。
九
六
ｍ
短
軸

一
。
人
四
ｍ
深
さ
Ｏ

・
九
三
ｍ
の
不
整
方
形
の
ゴ
ミ
穴
〇
三
三
人
か
ら
二
点
、

遺
構
外
か
ら
０
の
一
点
が
出
土
し
て
い
る
。

Ｆ
区

一
五
〇
九
は
、
長
軸
四

。
九
〇
ｍ
短
軸

一
・
入
Ｏ
ｍ
深
さ
○

・
六
二
ｍ

の
不
整
方
形
の
ゴ
ミ
穴
。
台
所
の
生
活
用
品
が
多
く
出
土
し
た
。
木
簡
は
⑩
な

ど
三
点
が
出
土
し
た
。
Ｆ
区

一
五
二

一
は
、
長
軸
二

。
一
五
ｍ
短
軸

一
・
三

〇
ｍ
深
さ
Ｏ

。
九
四
ｍ
の
方
形
の
ゴ
ミ
穴
。
台
所
の
生
活
用
品
が
多
く
出
土
し

た
。　
一
七
世
紀
の
武
家
地
も
し
く
は
そ
れ
以
前
の
も
の
。
木
簡
は
ω
～
⑬
な
ど

四
点
が
出
土
し
た
。
う
ち

一
点
は
漆
器
椀
の
底
面
に
文
字
の
あ
る
も
の
。
Ｆ
区

か
ら
は
こ
の
ほ
か
に
、　
三
二
九
六
か
ら

一
点
、　
一
五

一
四
か
ら

一
点
、
遺
構
外

か
ら
⑭

一
点
が
出
土
し
て
い
る
。

Ｇ
区
〇
二

一
四
は
、
方
形
の
土
坑
。
後
述
の
Ｇ
区
〇
三
六
三
や
〇
三
七

一
よ

り
も
新
し
い
。
木
簡
は
⑮

一
点
が
出
土
し
た
。
Ｇ
区
〇
三
六
三
は
、
長
軸
六

・

九
六
ｍ
短
軸
○

・
七
四
ｍ
深
さ
Ｏ

・
一
～
Ｏ

。
三
ｍ
の
不
整
形
の
ゴ
ミ
穴
。
木

暦
を
多
く
含
む
。
宝
永
火
山
灰
の
面
よ
り
下
で
検
出
し
て
お
り
、　
一
人
世
紀
初

頭
よ
り
も
前
の
も
の
。
木
簡
は
⑮

一
点
が
出
土
し
た
。
Ｇ
区
〇
三
七
五
は
、
長

軸
三

・
九
〇
ｍ
短
軸

一
・
二
六
ｍ
深
さ
○

・
四
七
ｍ
の
不
整
方
形
の
ゴ
ミ
穴
。

明
治
以
降
の
も
の
。
硝
子
面
子
が
出
土
。
木
簡
は
ω

一
点
が
出
土
し
た
。
Ｇ
区

〇
三
七
人
は
、
長
軸
二

。
四
五
ｍ
短
軸

一
。
四
三
ｍ
深
さ
○

・
六
九

ｍ
の
方
形

の
ゴ
ミ
穴
。
木
簡
は
⑬
な
ど
二
点
が
出
土
し
た
。
Ｇ
区
〇
四

一
人
は
、
Ｇ
区
最

下
面
で
検
出
し
た
土
坑
。
木
簡
は
⑩

一
点
が
出
土
し
た
。
Ｇ
区
か
ら
は
こ
の
ほ

か
長
軸
五

・
六
〇
ｍ
短
軸
二

・
〇
四
ｍ
深
さ
Ｏ

・
五
〇
ｍ
の
不
整
形
の
ゴ
ミ
穴

〇
三
七

一
か
ら
も
木
簡

一
点
が
出
土
し
て
い
る
。

Ｈ
区
か
ら
は
、
長
軸
○

・
五
四
ｍ
短
軸
○

。
四
人
ｍ
深
さ
○

・
五

一
ｍ
の
円

形
の
埋
桶
○
〇
三
四
か
ら

一
点
、
遺
構
外
か
ら
の

一
点
が
出
土
し
た
。
遺
構
外

か
ら
は
絵
の
描
か
れ
た
も
の
も

一
点
出
上
し
て
い
る
。

Ｉ
区

一
三
五
人
は
、
Ｉ
区
最
下
面
で
検
出
し
た
方
形
の
土
坑
。
木
簡
は
働

一

点
が
出
土
し
た
。

Ｋ
区
で
検
出
し
た
南
北
街
路
は
、
江
戸
時
代
前
期
か
ら
近
代
ま
で
続
く
も
の

で
、
木
簡
は
そ
の
東
側
溝
か
ら
④

一
点
が
出
土
し
た
。
街
路
の
東
側
は
江
戸
時

代
を
通
じ
て
武
家
地
、
西
側
は

一
人
世
紀
末
に
武
家
地
か
ら
町
屋
に
変
わ
っ
た
。

Ｍ
区
二
六
〇
人
は
、
Ｍ
区
上
面
で
検
出
し
た
幕
末
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て

の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
埋
奏
。
木
簡
は
側

一
点
が
出
土
し
て
い
る
。

Ｎ
～
０
区

一
四
九
〇
は
、
長
軸
二

。
人
九

ｍ
短
軸

一
・
三
九

ｍ
深
さ
Ｏ

・
四



八
ｍ
の
方
形
の
ゴ
ミ
穴
。　
一
人
世
紀
初
頭
頃
の
も
の
。
木
簡
は
⑮

一
点
が
出
土

し
た
。
こ
の
ほ
か
Ｎ
～
Ｏ
区

一
五
三
〇
か
ら

一
点
、
Ｎ
区
三
〇

一
三
か
ら

一
点
、

同
区
遺
構
外
か
ら
い

一
点
が
出
土
し
て
い
る
。

Ｏ
区
二
四

一
七
は
、
Ｏ
区
最
下
面
で
検
出
し
た
長
軸

一
・
五
〇
ｍ
短
軸

一
・

〇
六
ｍ
深
さ
〇

・
四
五
ｍ
の
長
方
形
の
ゴ
ミ
穴
。
木
簡
は
側
～
の
の
三
点
が
出

土
し
た
。
Ｏ
区
二
四
人
○
は
、
二
四

一
七
よ
り
も
上
面
で
検
出
し
た
土
坑
。
木

簡
は
⑩

一
点
が
出
土
し
た
。
Ｏ
区
か
ら
は
こ
の
ほ
か
長
軸
二

・
Ｏ
Ｏ
ｍ
短
軸

一
。
一
五
ｍ
深
さ
○

・
五

一
ｍ
を
測
る

一
人
世
紀
初
頭
以
前
の
方
形
の
ゴ
ミ
穴

二
六
二
人
か
ら

一
点
、
遺
構
外
か
ら
働
⑫
な
ど
三
点
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。

Ｊ
区

一
四
人
三
と
Ｏ
～
Ｐ
区

一
四
人
三
は
、
長
軸

一
九

・
四
〇
ｍ
短
軸
七

・

二
〇
ｍ
を
測
る
不
整
形
の
池
の
下
層
の
ヘ
ド
ロ
堆
積
で
、
武
家
地
に
伴
う
大
規

模
な
池
跡
の
一
部
を
な
す
。
木
簡
は
前
者
か
ら
②

一
点
、
後
者
か
ら
①

一
点
が

そ
れ
ぞ
れ
出
土
し
た
。

な
お
、
Ｐ
区
の
木

つ
端
を
含
む
落
ち
込
み

一
一
三
人
か
ら
も
木
簡

一
点
が
出

土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

Ａ
区
東
西
大
溝
三
二
二
五

側

　

小
□
南
部
関
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蔵
（∞∞やＸ
嗣
５

８
岸

Ｂ
区
ゴ
ミ
穴
二
一
八

一

②

　

　

□
口
新
楼
□

Ｂ
区
ゴ
ミ
穴
三
二
六

一

０

　

「小
」

い

　

「納

Ｂ
区
遺
構
外

働
　
。
「
＜
口
国
遠
藤
備
前
守
荷
物
日
――
□
　
　
」

。
「
＜
遠
山
利
口
川
」
鰤
酌
ャ
√
衛
門
」

Ｃ
区
井
戸
〇
三
二
九

０
　
。
日
回
口
国
　
　
　
」

。
日
□
六
日
日
□
」

日
蕃

日□

戯
普
∞
迷
側
ω
　
ｏ
２

戯
８
×
揃
ヽ

ｏ
２

戯
命
窓
）
×
桐
∞
　
ｏ
２

∞
Ｐ
岸
×

卜
囀
×

『
　

ｏ
ω
Ю

Ｐ
ω
∞
×

∞
ｏ
×

『
　

ｏ
Ｐ
Ｐ

（
ｒ

ｅ

×

含

ｅ

×
ｏ
　
ｏ
曽
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０
区
ゴ
ミ
穴
０
三
七
三

①

□
森
咎
謹
帯
則
」

（
ｒ
∝
や
）
×
‐ド
〕
Ｘ
卜
　
０
い
Φ

Ｃ
区
遺
構
外

（
一
三
～
Ｔ
五
〇
０
区
）

①
　
・
南
無
阿
□

・御
塩
剛
島

Ｆ
区
ゴ
ミ
穴

一
五
０
九

⑩

　

「
＜
口

回
長

右

衛

門
」

Ｆ
区
ゴ
ミ
穴

一
五
二
一

⑪
　
。
「夏
き
く
　
　
」

。
「
は
や
日
川
回
」

⑫

　

「
く
小
笠
原
左
太
夫
」

⑬

詭

辟

Ｆ
区
選
構
外

⑭

　

「同
国
地
警
回

（
ヽ
∞
）
Ｘ
や
∞
×
ド
　
０
ゆ
Ｐ

呼
ω
い
Ｘ
一［
い
×
ω
　
Ｏ
ф
］

雨
０
働
×
趨

ｘ
ф
　
ｏ
ド
Ｐ

］
り
Ｎ
×
ω
ф
×
ω
　
ｏ
∞
∞

含
ヽ
９
×
命
湧
）
×
一含
じ
　
０
営

（巌
９
ｘ
Ｇ
じ
Ｘ
Ｓ
　
Ｏ曽

ｅ
区
土
坑
Ｏ
二
一
四

ω
　
　
「埼

」

Ｇ
区
ゴ
ミ
穴
０
三
六
三
〔衛
力
〕

①
・
。
「松
平
権
□
　
」

名
松
平
権
之
助
」

Ｇ
区
ゴ
ミ
穴
０
三
七
五〔花
渡
内
力
む

働
　
ｉ
「
　
　
　
回
□
□
」

名
日
Ш

謂
卿
飾
咤

Ｇ
区
ゴ
ミ
穴
０
三
七
八

一⑬
　
。
「
＜
御
懸
り
六
所
内
」

・
Ｆ

一号
口

回

覚

」

Ｇ
区
土
坑
０
四
一
人

⑩
　
。
「
ｏ

藤
田
勘
左
衡
門
　
　
　
」

。
「
。
十
二
月
十
十
九
日二
つ
之
内
」

甫
∞
Ｏｏ
ｘ
高
Ｓ
Φ
Ｘ
枷
Φ
　
Ｏ
ω
い

Ｆ
∞
０
来
讃

栄
φ
　
Ｏ
ｒ
中

ド
や
Ｏ
Ｘ
卜
∞
×
⇔
　
ｏ
コ
μ

ｒ
ヽ
い
Ｘ

囀
⇔
×

い
　

０
∝
囀

♯
い
Ｏ
Ｘ
い
Ｏ
Ｘ

『
　

０
中
騨

79



製
(1)

汚

(21)

(33)    (23) と
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口

陶

円

― ――

―

Ｉ

Ⅷ

Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

‐

‐

―‐

硼

Ｄ
陶

問

悧

―
―
――

脚

棚

魁

⑬
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2005年出上の木簡

Ｏ
区
土
坑
二
四
人
Ｏ

〔次
力
〕

⑩
　
　
　
「譴

同国
　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｐ∞ｏ〉〈ω］〉〈ＰＰ　　Ｏωｍ

（記
号
）

Ｏ
区
遺
構
外

Ｐ
囀
『
×

∞
ｏ
×

ω
　

ｏ
岸
岸

⑫
　。「細
喜□翫鞠齢
五歳

午
ノ
九
月
八
日
　
」

【配
力
〕

名
亡
主

ノ
ロ

釈
日
――
□
霊
位
　
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨卜妥
『雙
∞
ｏ〓

Ｏ
～
Ｐ
区
池
一
四
人
三

①
　
　
「
（目
印
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］ａ
Ｘ
島
Ｘ
�
寓
Ｐ

木
簡
は
計
五
九
点
出
土
し
た
が
、
判
読
で
き
る
も
の
の
う
ち
主
な
も
の
を
紹

介
す
る
。
い
は
桶
蓋
の
断
片
か
。
②
も
蓋
板
。
①
は
小
型
の
蓋
板
の
完
形
品
。

い
は
納
豆
の
蓋
板
の
断
片
。
摘
み
桜
皮
を
残
す
。
い
は
箱
物
の
断
片
か
。
②
は

山
物
の
蓋
板
。
④
は
曲
物
の
蓋
板
。
摘
み
桜
度
を
残
す
。
の
は
側
縁
に
竹
釘
が

残
る
用
途
不
詳
の
木
製
品
。
⑬
は
山
印
に

一
文
字
と
三
つ
星
の
目
印
を
書
い
た

も
の
。

木
簡
に
み
え
る
人
物
の
う
ち
、
⑬
の
遠
藤
備
前
は
調
査
区
南
半
に
屋
敷
を
構

え
た
郡
上
入
幡
城
主
で
、　
一
人
世
紀
初
め
ま
で
は
遠
藤
主
膳
で
あ
っ
た
。
延
宝

元
年

（
三
ハ
七
一じ

以
前
に
屋
敷
を
拝
領
し
て
い
る
。
⑫
の
小
笠
原
左
太
夫
は

寛
文
二
年

（
三
ハ
一全
じ
以
前
に
、
ま
た
的
の
沼
間
新
五
郎
は

一
七
世
紀
後
半

に
屋
敷
を
拝
領
し
た
旗
本
で
あ
る
。
①
の
兵
衛
も

一
七
世
紀
後
半
の
旗
本
加
藤

庄
兵
衛
あ
る
い
は
滝
川
左
兵
衛
か
も
知
れ
な
い
。

な
お
、
本
簡
の
認
定
と
カ
ウ
ン
ト
は
、
本
誌
の
基
準
に
則
っ
た
が
、
関
連
す

る
文
字
資
料
は
こ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
こ
と
を
改
め
て
申
し
添
え
て
お
く
。

９
　
関
係
文
献

東
京
都
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『外
榊
田
四
丁
目
遺
跡

（第

一
～
四
分
冊
産

（二
〇
〇
四
年
）

（及
川
良
彦
）

日委
国御
五日
口□
□

口口
回回

伽〕
　
　
。
「
。


